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地震研究所は，1年以上の長期におよぶ海底地震の連続観測を実用化したほか，センサーの広帯域化をすすめた．

耐圧容器としてガラス球，50cm チタン球および 65cm チタン球，地震動センサーとして 4.5 Hz，1 s，30 s および

360 s を記憶容量 40 ギガバイト以上のデジタルレコーダと組み合わせることによって，長期の高感度地震観測か

ら広帯域地震観測まで幅広いスペクトルの海底地震観測が可能である．また，日本海溝軸近傍など 9,000m を越え

る海底での地震観測をおこなうために超深海型海底地震計の開発も進めている．長期観測型の自己浮上式海底地震

計を用いた機動的な繰り返し観測によって，地震活動から固着域の存在と拡がりを推定することなども可能となっ

た．また，海底における広帯域の地震観測により地球表面の３分の２を占める海底下深部構造の解明もすすみはじ

めた．


